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2．在胎週数及び産後週数がドナーミルク中のタンパク質ならびに免疫物質濃度に及ぼす影響

一般財団法人日本財団母乳バンク 田中未央里

6．早産および正期産の母親由来のドナーミルクにおける細菌プロファイルの比較検討

一般財団法人日本財団母乳バンク1) 大分大学医学部医学科2) 三浦久美子1,2)

14．産後早期の2時点での児とその母親の哺乳状態と睡眠の実態

山梨市立産婦人科医院 吉田 凜花

16．適切な「母乳率」は、生下時からのExclusive Breastfeedingか調査時点のExclusive Breastfeeding Rateか？

東京大学大学院医学系研究科 名西恵子
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